
国土交通白書ＰＲの取組み

○ 全国１１ブロックで、地元経済団体等と共同等で説明会を開催。
・開催ブロック：北海道、東北、北陸、関東、中部、近畿、中国、四国、九州、沖縄、筑波
・来場者：計２２００名程度

○ メディア等で事前の周知を図り、広く一般に参加者を募集。新聞等で説明会模様が報道される。

○ 若手女性による積極的な発信、職員２名による台詞のやりとりを交えた対話形式による講演、
シンポジウム形式による講演等、PRの仕方も工夫して実施。

○ 経済団体（経団連、東商）、自治体等の講演会等、その他の場においても白書をＰＲ。

○ 「国土交通白書出前講座」を新設。
・国交省ホームページのトップ画面に、「国交白書、参上！－出前講座始めました－」のバナーを設置し、募集中。

※出前講座：一般からの依頼を受け、白書担当職員が出向いて説明を実施

○ 国土交通省メールマガジンにて、白書関連情報を一般向け配信。
・白書公表後及び出前講座設置後メール配信を実施。

○ 各地方ブロック（各地方整備局・運輸局）にて、更なる白書のＰＲを検討・実施。
・各種イベント等での白書ブースの設置やパンフレット・チラシの配布等、広報を図る。

「国土交通白書説明会」等の開催

「国土交通白書出前講座」等による広報活動の実施

全国各地方ブロックにて積極的ＰＲの検討・実施



「国土交通白書説明会」の開催状況

３．新聞等メディアでの報道

入省６年目の十河主査は２歳の子どもを育てるワーキングマザー。ベビーカーに乗せて外
出した際、歩道の電信柱が邪魔で車道に出たり、電車の駅で階段を下りざるを得なかったり
した体験談を織り交ぜ、「もう少し生活者の視点で白書を考えてみたらどうかと提案し、意見
が加味された」と明かした。

◎国交白書の視点、育児体験交え説明＝若手女性主査が講演会－仙台

名古屋商工会議所岡田会頭
（株式会社松坂屋会長）挨拶

経済団体等との連携での説明会

道の駅、ダム見学所、民間施設等での掲示 対話形式での講演

シンポジウム形式での講演

２．説明会当日の模様

東北ブロック説明会での報道例

ＨＰ、記者発表等での事前周知

１．事前周知・積極的な一般募集



「国土交通白書出前講座」等による広報活動の実施

本省ＨＰトップにバナー設置 地方局ＨＰトップにてもＰＲ

ＨＰにて募集中

小中学校への出前講座

霞ヶ関子どもデーにおけるビラ等の配布
によるＰＲ（8/18,19）



「暮らしを支える国土交通行政の展開」の更なる広報

ビラ等による各地方ブロック等でのＰＲ



（参考）北海道ブロック

関連講演「グリーン物流の制度と事例紹介
（（株）札幌通運石黒課長） 」も実施

６月１６日、北海道経済センターにて。来場者数約１７０名。
源内企画調査室長による説明。

日刊建設新聞
（6月25日１面）



（参考）東北ブロック

◎ 国交白書の視点、育児体験交え説明
＝若手女性主査が講演会－仙台
２００８年度の国土交通白書（国交白書２００９）を紹介する東北経済連合会

主催の講演会が２３日、仙台市内で開かれ、作成に携わった国土交通省政
策課の十河（そごう）久恵主査が白書の視点やポイントを説明した。
入省６年目の十河主査は２歳の子どもを育てるワーキングマザー。ベビー

カーに乗せて外出した際、歩道の電信柱が邪魔で車道に出たり、電車の駅で
階段を下りざるを得なかったりした体験談を織り交ぜ、「もう少し生活者の視
点で白書を考えてみたらどうかと提案し、意見が加味された」と明かした。
白書は、暮らしの現状と課題を「地域に住まう」「社会で活動する」「場所を

移動する」の３点から分析し、今後の施策展開を「安全・安心の確保」など五
つの視点でまとめている。

新聞における事前周知、一般参加者募集

○写真：国土交通白書のポイントを説明する国交省政策課の十
河主査 ＝２３日午後、仙台市青葉区の宮城県建設産業会館

十河主査は、東北では現状の満足度が他
地域と比べ一番低く、将来の不安度が最も
高い点に触れながら、「諸課題に対してきめ
細かく強力にチャレンジしたい」とアピールし
た。

説明会後、報道された記事

６月２３日、宮城県建設産業会館にて。来場者数約３００名。
十河主査による説明。東北電力グリーンプラザ内 仙台市役所市民の部屋窓口

道の駅大谷海岸タッチパネル付近

県内各所における幅広い事前周知

釜房ダム管理所内展示室受付

日刊建設新聞（6月18日） 時事通信（ＩＪＡＭＰ）配信（6
月23日）



（参考）北陸ブロック

７月１日、新潟市民プラザホールにて。来場者数約２３０名。
源内企画調査室長による説明。

新潟建設新聞（7月3日）

１．国土交通白書

３．新潟県大観光交流年を迎えて

坂巻観光局長（新潟県）

４． 外国からのお客様をお迎えするために

佐藤観光ホスピタリティ学科長教授

Yôkoso! Japan大使（松本大学）

シンポジウム形式による開催

２．モビリティマネジメント

松田都市交通政策課長（新潟市）

ＮＨＫのローカルニュースにて、国土交通
行政シンポジウム「まちづくりと観光・交
通を考える」の模様が報道される。

ＮＨＫ(7/1、18:10～・20:45～)

０．後藤局長開会挨拶

（北陸信越運輸局）



（参考）筑波ブロック

５月２８日、国土地理院にて。来場者数約７０名。
青木政策調査室長による説明。



（参考）関東ブロック

対話形式による講演

大口総合政策局長講演

６月１８日、さいたま新都心合同庁舎にて。来場者数約２００名。大口
総合政策局長による講演、青木政策調査室長・十河主査による説明。



（参考）中部ブロック

名古屋商工会議所岡田会頭
（株式会社松坂屋会長）挨拶

中日新聞朝刊（6月23日）

６月２２日、名古屋商工会議所にて。来場者数約２５０名。名古屋商工
会議所会頭による挨拶、伊藤政策調査室課長補佐による説明。



（参考）近畿ブロック

対話形式による講演

６月２３日、大阪合同庁舎にて。来場者数約３８０名。
青木政策調査室長・荒木係長による説明。

日刊建設工業新聞（6月25日）

建通新聞社１面（6月24日）

交通読売新聞
（７月４日）



（参考）中国ブロック

６月２４日、中国合同庁舎にて。来場者数約１４０名。
源内企画調査室長による説明。



（参考）九州ブロック

６月２６日、第五博多偕成ビルにて。来場者数約２００名。
荒木係長・永野係長による説明。

対話形式による講演



（参考）四国ブロック

６月８日、高松合同庁舎にて。来場者数約１２０名。
十河主査による説明。



（参考）沖縄ブロック

５月２９日、那覇第二合同庁舎にて。来場者数約８０名。
荒木係長による説明。
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